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この 報 告 書 は 、 日本 自転 車 振 興 会 か ら競 輪 収 益 の 一 部 で あ

る機 械 工 業 振 興 資金 の 補 助 を受 け て、 昭 和53年 度 に 実 施 し

た 「マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの応 用 に 関す る調査 研究 」の 一 環

と して と りま とめ た もの で あ りま す 。
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マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タが あ らゆ る分野 に普 及拡 大 を続 け て い る 現在 、 ハ ー ド

の開 発 に つい ては め ざ ま しい もの が あ る反 面、 ソ フ トに つ い て は ま だ まだ とい

う現 状 です 。

これ らの 現 状 に 対処 す るた め には 、 システ ムの 設 計 ・製 造 を担 当 し、 特 に ソ

フ トウ ェアの 開 発 に ウエ イ トを置 くシス テ ムハ ウス を助 成 し、 育成 させ て い く

ことが我 が 国 の マ イ ク ロ コン ピ ュー タ産 業 に おけ る大 き な課 題 の1つ で あ る と

思 わ れ ます 。

当協 会 では 、 この 課 題 を達成 す るた めに 昭和53年 度 よ り当協 会 内 に 「マイ

ク ロコ ン ピ ュー タ振 興 セ ン ター 」を設 置 し、そ の 事 業 の1つ と して 「振 興 助 成

の た め の事 業 委 託 制 度 」を設 け 、 シス テ ムハ ウス を主 対 象 に、 マ イク ロ コン ピ

ュー タの 応 用 に 関 す る共通 的 ・基礎 的技 術 の委 託 開 発 をす る こ と と しま した 。

本 書 は 、 当 協会 が 本 年度 、 株 式会 社 ソフ ィア シス テ ムズ に委 託 して実 施 した

「シス テ ム ・ア ナ ライ ザ ー開発」 に 関す る概 要 で あ ります 。

この シス テム ・アナ ライザーが 広 く皆様 方 に利 用 され 、 シス テ ム開発 に寄 与 で

きれば 幸 甚 に 存 じます。

終 りに本 開 発 に ご尽 力 ・ご協 力 下 さい ま した各位 に 対 し、 深 く謝意 を表 わ す

次第 です 。

昭和54年3月

財 団法人 日本 情 報 処 理 開 発 協 会

会 長 上 野 幸 七
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第1章 序
本
日冊

1.1装 置 の 名 称

シ ス テ ム ・ア ナ ラ イ ザ ー(以 下 「装 置 」 と 略 す 。)

1.2装 置 製作 の 目的

現 在 、 マ イ ク ロプ ロセ ッサ を組 み 込 ん だ各種 機 器 が、 広 い分 野 にわ た って

開発 ・利 用 され て い る。

しか しなが ら、 これ らの機 器 の 開発 に 利用 され る大規 模 な開 発 支 援 シス テ

ムは 高 価 で あ り、 必 ず し も全 て の機 能 を必 要 と しない こ とが 多 い。

一 方
、 テス ター的 な ロ ジ ック ・ア ナ ライ ザー も数 種類 市 販 され て い るが機

能 的 に 十 分 とは 言 い が た い 部 分 もあ る。

そ こ で両者 の 機 能 を兼 ね 備 え、 安 価 で、 しか もだれ もが 簡 単 に操 作 で き る

シス テ ム ・アナ ライ ザー を開 発す る こ とを 目的 とす る。 本 装 置 を用 い る こ と

に よ り、 マ イク ロコ ン ピュー タ応用 機 器 開発 の能 率 向上 が 期 待 され る。

1.3完 成 ま で の経 過

昭和53年8月10日

8月14日

8月18日

第1回 委員会

① 本調査研 究計画の概 要説 明

② 公募用 「提案要領 ・条件 お よび委託説 明書 」

の審議

③ 委員会お よび委託 に関す る今後の進 め方

第2回 委 員会

① 提案条件の再検討

② 公募 要領全般

公 募要領発送(マ イコンセンター特別会員宛)
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8月31日

9月8日

9月12日

9月21日

9月22日

11月22日

昭 和54年3月2日

3月5日

3月15日

16日

3月19日

公 募 締 切

(膀 先議 ㌫ ㌶ 二㌻ ご㌻
第3回 委員会

応募 先 との ヒヤ リング

委託先内定(㈱ ソフ ィア システムズ)

第4回 委員会

委託先 との詳細最終審議(最 終 スペ ソク調整等)

契 約 締 結

第5回 委員会

① システム基本設計の審査

② 開発機器に関する検査員の選出

検査項 目の検計

〃

随 員 に よる検 査(シ ス テ ム'ア ナ ライザ ー納 入)

補 足 検 査

第6回 委 員会

① 検査員に よる検査 報告

② 納入物件 の最終検収
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第2章 機 能 仕 様
●

●

2.1装 置 の 概 要

本装 置 はCRTお よび キー ボー ドを含 む 本体 とパ ー ソナ ル モ ジ ュー ル お よ

び オ プ シ ョン入 出力機 器 に よ り構 成 され る。

第1図 に 本 装置 外 観 図 、 第2図 に プ ロ ソク図 を示 す。

本 装 置 は 次 の機 能 を有す る。

1)モ ニ タ機 能

2)リ アル タイ ム トレー ス機 能

3)オ シ ロス コー プ用 ア ドレス デ ー タ 出 力機能

4)1/0オ プ シ ョン機 能

●

`

2.2パ ー ソ ナ ル モ ジ ュ ー ル

1)パ ー ソ ナ ル モ ジ ュ ー ル は そ の 対 象 と な るCPUチ ソ プ 固 有 の イ ン タ フ ェ

ー ス やROM化 さ れ た ソ フ ト ウ エ ア が 内 蔵 さ れ て い る パ ー ソ ナ ル モ ジ ュ

ー ル 本 体 と
、CPUチ ソ プ が 実 装 さ れ る プ ロ ー ブ 部 お よ び ユ ー ザ の シ ス

テ ム のCPU用 ソ ケ ソ トに 挿 入 さ れ る コ ネ ク タ 部 よ り 構 成 さ れ る
。

2)ユ ー ザ シ ス テ ム と の 結 合 法 は 次 の3通 り が 可 能 と す る
。

a)CPUチ ソ プ に ク リ ッ プ で 接 続

b)CPUチ ソ プ を 外 し 、 そ の ソ ケ ッ トに 接 続

c)被 測 定 モ ジ ュ ー ル の 接 続 端 子 に 接 続

3)パ ー ソ ナ ル モ ジ ュ ー ル は 本 体 に 挿 入 す る
。

4)CPUチ ソ プ が 変 っ た 時 は 、 プ ・ 一 ブ 部 を 交 換 す る こ と に よ り 対 処 す る

も の と し 、 開 発 対 象CPUは8080A、8085A、M6800の3種

類 と す る 。
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2.5機 能 詳 細

1)モ ニ タ 機 能

オ ン ライ ンモー ド、 オ フ ライ ンモ ー ド共 可 能 で ソフ トウエ ア、 ハ ー ドウ

エ アデ バ ッグ に使 用す る。 これ らの デ バ ッグ時 に な るべ く容 易 に操 作 で き

る こ とを 目的 に、 イ ンテ ル社MDSの モ ニ タ機 能 をで きるだ け採 用 す る。

a)オ ン ライ ンデ バ ソグ機 能

実 シス テ ム と接 続 し、実 際 の動 作 状 態 の 中 で ソフ トウエ ア、 ハ ー ドウ

エア の デ バ ッグ を可 能 とす る。

b)リ バ ー ス ア セ ン ブル機 能

プ ログ ラムの 内容(主 に デ バ ソグ中 の修 正 箇 所)を 逆 ア セ ン ブル し、

ニ ュー モ ニ ック レベ ル で見 られ る こ と とす る。

c)ニ ュー モ ニ ソク ベー ス で の プ ログ ラム修正 機 能

プ ログ ラムの修 正 を内 部 コー ドレベ ル で行 うのは非 常 に効 率 が悪 い。

ミニ ア セ ン ブル機能 を もち、 ニ ュー モ ニ ソク レベ ル で修正 可 能 とす る。

d)入 力命 令 の疑 似 実行

ハ ー ドウエア完 成 前 の単 体 チ ェ ック で、 あ らか じめ 指定 した 入 力 デ バ

イ ス ・入 力 デー タで疑 似 実 行 を可 能 とす る。

e)入 出 力命 令 の 単 独実 行 機 能

ハ ー ドウエ アの チ ェ ソク に使 用 し、 直 接入 力デ バ イ ス に入 出力可 能 と

す る。

f)1ス テ ップ実行 機 能

単 純 なキ ー操 作 の連 続 で1ス テ ップ毎 の 実行 を行 い 、そ の 時 のCPU

の 状 態 を出 力す る。 ス ィ ロー ル モ ー ドはSLOWとSTEPの2連 とす る。

例

ア ドレスFABCDEHL(HL)SP

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

0124LXIB.12000011120000114000013FFA

O126LOAXB.0045120000114000013FFA
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g)ル ー プカ ウン ト機 能

ブ レー ク ポ イ ン トを何 回 実 行 したか に よっ て有効 とす るか の機 能 。

h)ROMベ ー ス で 可能 とす る

一 般 の モ ニ タはRAMベ ー ス で ブ レー ク ポ イ ン トの 内容 を変更 してい

るが(CALLま た はRST命 令 に置 換 え る。)ROMベ ー ス で 可能 と

す る。

i)メ モ リダ ン プのtto"t'1"CRT表 示、 機 能

2)リ アル タ イ ムの トレー ス機 能

リアル タイ ム トレー スは シス テ ム完成 後 に 生 じた何 らかの バ グに よる異

常 動 作 を発 見 で きる こ と を 目的 と し、動 作 中 の システ ム に何 ら影 響 す る こ

とな く、 結 合 も最 も単純(ク リップ レベル で検 討)に し て 行 う もの と す

る。

a)動 作 概 要は 選択 され た トリガーでパー ソナルユニ ソ トに より、TRACE

RAMへ 各 種 の情 報 を とり込み、TRACERAMが 一杯になる とTRACE

RAMを アナ ライザーか らア クセ ス可 能 と し、 キー ボー ド操作 に従 って デ

ー タを解析 し
、 リバ ー ス ア セ ン ブルに よ りCRTに 表 示す る機 能 とす る。

トリガー と して は使 い 易 く、 な るべ く多 く、 また そ れぞ れ の 否定 お よ

び 論 理 和、 論 理 積 の機 能 を もつ もの とす る。

1)ア ド レ ス

2)デ ー タ

3)命 令 コ ー ド

4)入 出 力 命 令

(例)

(・i)ア ド レ ス1100

(の デ ー タOF

⑩ 論 理 積

が 選 択 され る と、 ア ドレス1100の 内容 がOFに な った 時点 か ら

一5一



TRACERAMへ の 情 報 取 込み を開 始 し、 一 杯 に な った 時点 にCRTへ

実 行 状 態 を トレー スす る。

b)TRACERAMへ の情 報 の と り こみ は トリガー時 点 の 前後 に 出来 る も

の とす る。

3)オ シ ロス コー プモ ニ タ用 デ ー タの 出力

1)の モニ タ機 能 で は バ グの種 類 に よ っては 発 見 しに くい場 合 もある。(例

え ば ス タ ック レベ ル が 一 致せ ず プ ログ ラ ムが 暴 走す る)こ れ 等 の補 助 と し

て用 い る。

(例)16ビ ッ トの ア ドレス を上 位8ビ ソ ト、 下 位8ビ ソ トに分 け、 そ れ

ぞ れ ア ナ ログ出 力す る。 この 出 力 をオ シ ロス コー プにX-Y表 示 させ

る と'

① プ ロ グラ ムは ア イ ドル

状 態

② サブルーチンAが 発 生

↑

Y③ 〃Bが 発 生

　

下 ④ 〃Cが 発 生

位

8⑤ 〃Cで サ ブ ル

ビ ー チ ソ コ ー ル

ツ

ト ⑥ サブルーチンC更 に サ
)ブ ル ー チ ン コ ー ル

⑦ サブル ーチ ンCサ ブ ル ーチ

ンの スタ ックエ ラーで ⑤uaiJ

タ ー ンせ ず ④ ヘ リ タ ー ン

→X(上 位8ビ ッ ト)

出 力 情 報 と し て は3つ の 出 力(ト リ ガ ー 用 に1つ)と し 、 そ れ ぞ れ ア ド レ

ス 上 位(8ビ ッ ト)、 ア ド レ ス 下 位(8ビ ソ ト)をDA変 換 し 、 ア ナ ロ グ

電 圧 で 出 力 す る 。

一6一
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⑱

4)1/Oオ プ シ ョ ン'

シ ス テ ム の 拡 張 性 と し て 接 続 可 能 な 構 成 と す る
。 こ れ 等 の イ ン タ フ ェ ー

ス は で き る 限 り本 体 に 内 蔵 す る も の と す る
。

オ プ シ ョ ン 機 器 と し て は 次 の も の を 考 え る 。

a)紙 テ ー プ リー ダ(8単 位 、30字/秒 以 上)

b)紙 テ ー プ パ ン チ ャ(8単 位 、30字/秒 以 上)

c)プ リ ン タ(ASC1196文 字 、80カ ラ ム100字/秒 以 上)

d)P-ROMラ イ タ(ソ フ ィ ア シ ス テ ム ズ 製TH1020型)

e)フ ロ ッ ピー デ ィス ク(ミ ニ フ ロ ソ ピ ー ×2ビ ル トイ ン 型)

f)テ レ タ イ プ(ASR33カ レ ン トル ー プ)

但 し 、(d)、(f)は イ ン タ フ ェ ー ス の み 開 発 す る 。

ま た 、(e)の フ ロ ソ ピ ー デ ィ ス ク は 単 な る1/0と し て 使 い 、 ラ ン ダ ム フ

ァ イ ル と し て の 使 い 方 は し な い も の と す る 。

5)構 造 仕 様

第1図 に 構 成 外 観 図 を 示 す 。

外 形 寸 法 等 筐 体 関 係 は 承 認 図 に よ る 。

可 搬 容 易 な 構 造 と す る 。

6)使 用 条 件

温 度0～40℃ 、 湿 度10～90%結 露 し な い こ と 。

入 力 電 圧 単 相AC100V±10%(ア ー ス 端 子 付)50Hz

7)納 入 品 目

下 記 の も の を 本 体 と 同 時 に 納 入 す る 。

A)機 器

a)本 体1式

b)8080用 パ ー ソ ナ ル モ ジ ュ ー ル1式

・)8085用 〃1式

d)6800用 〃1式

一7一



e)紙 テ ー プ リー ダ/パ ンチ

f)プ リン タ

g)フ ロ ソピー デ ィス ク(本 体 内 に組込 まれ る)

h)フ ュー ズ ・カバ ー等 の 付 属 品

B)ド キ ュメ ン ト類

① シス テ ム関 係(第2原 図)

a)機 能 仕 様 書

b)取 扱 説 明書

c)保 守 マ ニ ュア ル(部 品 表 を含 む)

d)試 験 成 積 書

② ハー ドウエ ア関 係(第2原 図)

② 一1電 気 関 係

a)回 路 図(タ イ ミング チ ャー トを含 む)

b)実 装 図

② 一2メ カニ ッ ク関係

機 構 図

③ ソ フ トウエ ア関 係

a)機 能仕 様 書(第2原 図)

b)フ ロー チ ャー ト(デ ィテー ル)第2原 図

c)ソ ー ス プ ログ ラ ム リス ト

d)ソ ー ス プ ログ ラム 紙 テ ー プ

e)オ ブ ジ ェ ク トプ ログ ラム 紙 テー プ

8)検 査 方 法

試 験 成積 書 に記 載 され る。

2.4ア ナ ラ イザー 基本 構 成

1)八 一 ドウエ ア ブ ロ ソク図
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一
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〔
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＼
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Sl・[ADOW

RAM

(256)

10RAM

(512)

⑨
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RAM

(64K)

CPI]

Z80

CONTROLBUS

1)ATABUS

ADRBUS

SYS

MEM

ROM/

R。 。

(28K)

PIO

UNIT

1/O

UNIT

Z80

`

TTY

etc・
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/
PTR

CRT

CRT FDC
KEY
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図2-1 ハ ー ド ウ エ ア ブ ロ ッ ク 図



①ANALYZERSYSTEM

ア ナ ラ イ ザ ー 本 体 で キ ー ボ ー ド、CRTデ ィ ス プ レ イ 、 フ ロ ッ ピ 等 の10

が 付 き 、 メ イ ンCPUと し てZ80を 使 用 し て い る 。

a)CPUZ80を 使 用

b)SYSMEMア ナ ラ イ ザ ー の プ ロ グ ラ ム 用 メ モ リ

ROMMAX12K

RAMMAX16K

・)1/。DEVECEKEYBOARD.FDC・CRT

蛙 び、その他 の%機 能 の ・ン ト・一・レ用

d)TRACERAMMAX4Kbite

書 込 … … パ ー ソ ナ ル ユ ニ ッ トか ら

　 罵 ∵ テムで

e)EMULATIONRAMMAX64K

・PROTOTYPESYSTEMの

PROGRAMメ モ リ用

・8K単 位 で使 用状 況 選 択 可

・ア ナ ライザ ー システ ムか らは

PAGE方 式

f)SHADOWRAMPROTOTYPESYSTEM

の レ ジス タ管 理 用お よびJUMP命 令 用.

,)IORAMPROTOSYSTEMの1/,DEVICE

(10ポ ー ト)

　 卜i三三
)

-10一

,

■

,



⑱

`

ア ナ ラ イ ザ ー 側 か ら はPAGE方 式

②PERSONALUNIT

PROTOTYPESYSTEMの 使 用 す るCPUに よ っ て ユ ニ ッ ト

が 変 わ る 。 主 に デ ー タ バ ス の コ ン ト ロ ー ル

a)PERSONALROM

b)BUSCONTC.K.T

c)TRACECONTC.K.T

MAX4K

ユ ー ザ に よ り異 な るCPUデ バ イ

ス 用 の マ シ ン 語 解 読 用

フ ロ ト シ ス テ ム の バ ス の コ ン ト ロ

ー ル 用

(例{撒 ㌦ 等の・ン・・一・レ)

d)RAMCONTC.K.T

ト レ ー スRAMへ の デ ー タ 書

込 コ ン ト ロ ー ル 用

③

)a

EMULATION/SHADOW

IOの 各RAMの コ ン ト ロ ー ル 用

PROBEUNIT

PROTOTYPEのCPU部 分の プ ロー ブ用

PROTOCPU

b)PROBEC.K.T

c)BUFFC.K.T

プ ロ トシス テ ム を使 用 す るCPUと 同 等

品

プ ロ トシス テ ムか らの 入 出 力信 号 の バ ソ

フ ァゲー ト回 路

d)CONTROL

パ ー ソ ナ ル ユ ニ ッ トか ら のADR .DATA.

BUSの バ ッ フ ァ ゲ ー ト回 路

BUFFC.K.Tプ ロ ー ブ ユ ニ ッ トの コ ン

ト ロ ー ル バ ス 用 バ ッ フ ァ

ゲ ー ト回 路

2)ソ フ ト ウ エ ア ブ ロ ッ ク 図

ソ フ ト ウ エ ア の 構 成 を 図2-2、 図2-3 、図2-4、 図2-5に 示 す 。

一11 一



① メ イ ン コ ン ト ロ ー ル

ア ナ ラ イ ザ ー の 全 体 制 御 を 行 う 部 分 でZ-80CPUに よ っ て 実 行

さ れ る 。

② モ ジ ュ ー ル ユ ニ ソ ト

CPUの 種 類 に よ っ て 異 な る 部 分 で 、 メ イ ン コ ン ト ロ ー ル のCPUに

よ っ て 実 行 さ れ る 。

図2-3は プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム のCPUが8080/8085の と き 、

図2-4は6800の と き の ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 。

③1/Oコ ン ト ロ ー ル

ア ナ ラ イ ザ ー に 接 続 さ れ る 全 て の 入 出 力 装 置 の 制 御 を 行 い 、 メ イ ン

コ ン ト ロ ー ル のCPUと は 独 立 し て 、Z-80CPUに よ っ て 実 行 さ れ

る 。

3)基 本 周 辺 構 成

本 シ ス テ ム の 基 本 周 辺 構 成 に つ い て は 図2-6に 示 す 。

⑨

■
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じ

シ ス ァ ム 初 期 化

プ ロ グ ラ ム

メ イ ン ・ ア イ ド ル

プ ロ グ ラ ム

口

1/0ユ ニ ッ ト

イ ン タ フ ェ ー ス

プ ロ グ ラ ム

[

モ ジ ュー ル ・ユ ニ ッ ト

コ ン ト ロー ル

プ ログ ラ ム

プ ロ ト ・シ ス テ ム

オペレーシ ョン ・コン トロール

プ ログ ラ ム

エ ラー処理

プ ログラム

メ ッセ ー ジ 処 理

プ ログ ラ ム

酋
要

目…」

メモ;1二llロ ー'Vd」

1
》

、Aコ マ ン ド 処 理

2

Bコ マ ン ド 処 理

3

Cコ マ ン ド 処 理

4

Dコ マ ン ド 処 理

5

Eコ マ ン ド 処 理

6

Fコ マ ン ド 処 理

7

Gコ マ ン ド 処 理

8

Hコ マ ン ド 処 理

9

1コ マ ン ド 処 理

10

Jコ マ ン ド 処 理

11

Kコ マ ン ド 処 理

12

Lコ マ ン ド 処 理

13

Mコ マ ン ド 処 理

14

Nコ マ ン ド 処 理

15

Qコ マ ン ド 処 理

16

Rコ マ ン ド 処 理

17

Sコ マ ン ド 処 理

18

Tコ マ ン ド 処 理

19

Uコ マ ン ド 処 理

20

Wコ マ ン ド 処 理

21

Xコ マ ン ド 処 理

22

Zコ マ ン ド 処 理

共 用 ザ ブ ・ プ ロ グ ラ ム 群

23

ZAコ マ ン ド処 理

24

ZBコ マ ン ド処 理

25

ZCコ マ ン ド 処 理

26

ZDコ マ ン ド処 理

27

ZEコ マ ン ド処 理

28

ZFコ マ ン ド 処 理

29

ZGコ マ ン ド処 理

30

ZHコ マ ン ド 処 理

31

ZIコ マ ン ド 処 理

32

ZJコ マ ン ド処 理

33

ZKコ マ ン ド処 理

34

ZLコ マ ン ド処 理

35

ZMコ マ ン ド 処 理

36

ZNコ マ ン ド 処 理

37

ZOコ マ ン ド 処 理

38

ZPコ マ ン ド 処 理

39

ZQコ マ ン ド 処理

40

ZRコ マ ン ド 処 理

41

ZSコ マ ン ド 処 理

42

ZTコ マ ン ド処 理

43

ZUコ マ ン ド 処 理

44

ZVコ マ ン ド処 理

45

ZWコ マ ン ド 処理

46

ZXコ マ ン ド 処理

/

47

ZYコ マ ン ド 処 理

"INIT" "DREAD" "DWRITE"

図2-2メ イ ン コ ン ト ロ ー ル ブ ロ ッ ク 図

・OPEN"

プ ログ ラ ム

"CLOS"

プ ログ ラ ム

"PUT"

プ ロ グ ラ ム

ttGET"

プ ログ ラ ム

ttSGET"

プ ロ グ ラ ム

"RWRT"

プ ログ ラ ム

ttCOPY"

プ ロ グ ラ ム

7
/

/
/
/
/

プ

"SPROT"

プ ロ グ ラ ム

"RPROT"

プ ロ グ ラ ム

FDS

コ ン ト ロー ル

プ ロ グ ラ ム

～
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メ イ ン ・コ ン ト ロ ー ル

・ア セ ン ブ ル

プ ロ グ ラ ム

珍

リバ ース ・ア セ ン ブル

プ ロ グ ラ ム

診

シ ングル ・ステ ップ

プ ログ ラ ム

診

トレ ー ス

デ ー タ処 理

プ ログ ラ ム

実 行処 理

プ ログ ラム

メ モ リ

コ ン ト ロ ー ル

プ ロ グ ラ ム

1/0オ ペレーシ ョン

コ ン ト ロ ー ル

プ ログ ラ ム

ー一
合

コ ン ス タ ン ト

ア ー フ ノレ
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一

▽

モ ジ ュ ー ル

イ ン タ フ ェ ー ス

プ ログ ラ ム

レ ジ ス タ ・ア ク セ ス

テ ー ブル

イメ⊇'㍗ グラム
ア 『 フ ル

図2-3 8080/8085

パ ー ソ ナ ル モ ジ ュ ー ル ブ ロ ソ ク 図

一15～16一



「



o

●

●

、

メ イ ン コ ン ト ロ ー ル

ユ ニ ッ ト

リ ン ク 処 理

プ ロ グ ラ ム

ミ ニ ・ア セ ン ブ ル

プ ログ ラ ム

リバ ース ・ア セ ン ブル

プ ログ ラ ム

シ ン グ ル ・ス テ ップ

プ ログ ラ ム

トレ ー ス

デ 一 夕処 理

プ ロ グ ラ ム

実 行処 理

プ ログ ラム
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令
レ シ ス タ ・ア ク セ ス
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ア ー フ ノレ

u
モ シ ュ ー ノレ

イ ン タ フ ェ ー ス

プ ロ グ ラ ム

図2-46800パ ー ソ ナ ル モ ジ ュ ー ル ブ ロ ッ ク 図
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図2-5 1/0 コ ン ト ロ ー ル プ ロ ソ ク 図

一19～20一



`



」

●

2.5ア ナ ラ イザー の操 作 コマ ン ド

本 装 置 は 、 モ ニ タ管理 下 に お いて 動 作 し、 モ ニ タは本装 置 の制 御 の 他 に オ

ペ レー タか らの コマ ン ドを受 付 け 実 行 す る こ とに より種 々な方 法 に よって ソ

フ トウエ ア、 ハ ー ドウエア の デ バ ッグが で きる。

モ ニ タは 、本 体 に組 込 ま れ た コ ン ソー ル 装置 、CRT装 置 に よって ユ ー ザ

と会 話 す る。 オ ペ レー タ とモ ニ タとの 会 話 は モ ニ タの コマ ン ド言 語 に よ り、

ユ ー ザが 与 え た コマ ン ドとそ して モ ニ タがCRTに 表示 す るメ ソセージの内 容

か、 あ るい はそ の実 行 に よ って応 答 す る こ とで あ る。

本 装 置 で ユー ザ プ ログ ラ ムは、 オ フ ラ イ ンモ ー ド(ユ ー ザ の プ ロ トタ イ プ

シス テ ムは 全 て切 離 され て い る=以 下 モ ニ タベ ー ス と表 現 す る)か 、 オ ン ラ

イ ンモ ー ド(ユ ー ザの プ ロ トタイ ム シス テ ムの資 源が 加わ る=以 下ICEベ

ー ス と表 現 す る)で 実行 され る。

ICEベ ー ス の ク リンプ レベ ル(プ ロ トタ イ プシステ ム のCPUと ク リッ

プに て接 続)で は使 用 で きる コマ ン ドに 制 限 が あ る。 ま た パ ー ソナル モ ジ ュ

ー ル(CPUの 種類)に よ って も使 用 可 能 コマ ン ドに制限 が あ る
。 これ らの

一 覧 は 次 ペ ー ジに示 す
。

イ ンテ ルMDSモ ニ タに あ る コマ ン ドは 使 用上 ま った く同一(フ ァイル 名

の 追 加 、 出力 デ ー タを見 易す くす るた め の 多少 の変更 あ り)と した。

た だ し、 イ ンテ ルMDSモ ニ タに あ るPROM書 出 しに 対す る制 御 コマ ン

ド(C,P,T)は 本 装置 に は な く、 別 な 目的 に 使 ってhる 。 ま た、1文 字 で表

現 で きない コマ ン ドに つ い て はZXな る2文 字 の 形 式 とす る。'
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図2-6本 シス テ ムの 基 本 周 辺 構成 図
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(1)MDSモ ニ タ コ マ ン ド と の 互 換 性 に つ い て ○ は 同 じ 、

し、 一 はMDSモ ニ タ コ マ ン ドに は な し。

(2)使 用 モ ジ ュ ー ル で は 、 ○ は 使 用 可 。 × 、 一 は 不 可 。

×は本 装置 には な

↓方酷使
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喝

インテ ル社MDS 使 用 モ ジ ュ ー ル

コ マ ン ド名 モ ニ タ コ マ ン ドと

の 互 換 性 8080 8085 6800

V

W

一

〇

一

〇

一

〇

一

〇

X ○ ○ ○ ○

Y
一 一 一 －

Z
一 一 一 －

ZA
一 ○ ○ ○

ZB
一 ○ ○ ○

ZC
一 ○ ○ ○
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一 ○ ○ ○

ZE
一 ○ ○ ○

ZF
一 ○ o ○
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一 ○ ○ ○
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－
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一 ○ ○ ○
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一 ○ ○ ○
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一 ○ ○ ○
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一 ○ ○ ○

ZN
一 ○ ○ ○

ZO
一 ○ ○

－

ZP
一 ○ ○ ○

ZQ 一 ○ ○ ○

ZR
一 ○ ○ 〇
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ノ

イ ンテル 社MDS 使 用 モ ジ ュ ー ル

コ マ ン ド名 モ ニ タ コ マ ン ドと

の 互 換 性 8080 8085 6800

ZS 一 ○ ○ ○

ZT 一 ○ ○ ○

ZU
一 ○ ○ o

ZV 一 ○ ○ ○

ZW 一 ○ ○ ○

ZX ㎜ ○ ○ ○

ZY
一 ○ ○ ○

.

ZZ
一 一 一 一
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① モ ニ タ ベ ー ス

モ ニ タベ ー スは 、 プ ロ トタイ プ シス テ ムに無 関係 に本 装 置 内で ユ ー ザ

プ ログ ラム をデ バ ッグす る もの で あ る。 ユー ザは パ ー ソナ ル モ ジュー ル

に ソケ ッ トタイ プの プ ロー ブ を接続 す る こ とに よ り本 装 置 は使 用 可 能状

態 とな る。 オペ レー タが ユー ザ プ ログ ラムの 実行 命 令 コ マ ン ドを入 力す

る と、 モ ニ タは プ ロー ブに接 続 され たCPUに そ の実 行 を行 わせ る。

'ユ ー ザ プ ログ ラム実 行 中 に は モ ニ タは他 の コマ ン ドも受 付 け る こ とが

で きる。 た だ し、 ユー ザ プ ログ ラム実 行 中に再 び 実行 コマ ン ドや 、 メモ
、〕

リ参 照、 変 更等 は で きない 。 入 出力命 令 に対 す る制 御 や、 モ ニ タ側 で 可
ロ く

能 な演算にづいて実行 で きる。.;

4

プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト

喝

②ICEベ ー ス

ICEベ ー ス で も 、 ソ ケ ソ ト レ ベ ル に よ る 接 続 は モ ニ タ ベ ー ス と 同 様

に 全 て の コ マ ン ドを 使 用 す る こ と が で き る が 、 ク リ ッ プ レ ベ ル で は プ ロ

ト タ イ プ シ ス テ ム の 制 御 が 不 可 能 な た めZT(ト レ ー ス 指 定)コ マ ン ド、
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ZH(ト レー ス結 果 のLIST出 力)コ マ ン ドとモ ニ タ側 で可 能 な演算

コマ ン ドに つ い て の み実 行 で きる。

ZTコ マ ン ドは 、 トリガー を 指定 す るが この時 は プ ロ トタイ プ シス テ

ムは 動 作 中 で なけ れ ば な らな い。

■

逐 ら

∠吻∠7E≡ フ
∠=フt=フt⊆?

口

∠=フ∠=フ ∠7∠7∠7

∠ク 汐

》

■
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第3章 評 価

本 装 置 の 開発 に あた り、基 本 的 に 期待 され る条 件 は 次の6点 で あ った。

① 可 能 な限 り各 種 の マ イ ク ・プ ・セ ッサに適 用 可能 な こ と。

② シ ス テ ム開 発 に 役立 つ こ と。

③ シ ス テ ムの保 守 に 役立 つ こ と。

④ 拡 張 性(表 示 機 能 な ど)を 有 す る こ と。

⑤ 可 搬 性 を有す る こ と。

⑥ 既 存 の機 器 に 対 して、 新 規 性 を持 つ こ と。

装 置 の 開 発 完 了 に あた り、 上 記 条 件 を満 た した システ ム と な った か検 討 す る

こ とに した 。

まず 、 ① に つ い ては 対 象CPUは3種 類(8080A、8085A、M6800)

と1た 。 ま た モ ニ タ 機 能 、 リア ル タイ ム トレー ス機 能、 オ シ ロス コー プモ ニ

タ 用 デ ー タ の 出 力 な ど に よ り② お よび ③ の条 件 を満 た して い る。 ④ に つ い て

は1/。 オ プ シ ・ン と してPTP/PTR、 プ リン タ、P-ROMラ イ タ、ミニ ・

フ ロ ソピー デ ィス ク(組 込 み)、 テ レタ イ プ等 を用 意 してい る。

⑤ につ い て は、 一 般 に 個人 が 使 用 して い る カバ ンの大 きさ/重 量 の もの とは

な らず 、 これ よ り若 干 大 型化 し、 移 動 に は運 搬 用車 輌 が必 要で あ る。 しか し、

これ も使 い 易 さを 考慮 して 当初 の 予 定 よ りCRTを 大 型化 した な どの 結 果 で あ

り、 やむ を得 ない もの と思 わ れ る。.

⑥ につ い て は ハ ー ドウエア的 に は約100KBの メモ リ(ROM/RAM)

を 内蔵 し、 ユ ー ザ 側 のROMの 内容 を トレー ス可 能 とす るた め3層 の メモ リ

構 成 を と り、 ユ ーザ は64KBを 完 全 に 使 用 可 能 で あ る 。 また ミニ ・フ ロ

ソピー2台 を組 込 み と し、CRTも 割合 い 大型 で見 やす くな って い る。 ソフ ト

ウエ ア的 に は 、既 存 の イ ンテ ル社MDSモ ニ タ コマ ン ドとの 互 換 性 を保 ちつ つ 、

2文 字 コ マ ン ドの 使 用 お よび複 合 コマ ン ドの登 録 と使 用が 可 能 な ど さ らに 拡 張
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され た もの に な って い る。

ま た初 心 者 で も使 用 し易 い よ うに先 導 メ ッセ… ジを出 す こ と も出来 る な ど・

会 話 型 に な っ てい る。本 装 置 は ミニ ・ア セ ンブル機 能 と リア ル タイ ム トレー ス

機 能 を有 し、 ユ ー ザ 側 のROM領 域 を本 装 置 のRAMに シ ュ ミレー トし、一

部 を修 正変 更 後 、 即 実 行が 可 能 で あ る。 本 装 置1台 あれ ば シス テ ムデ バ ッグが

可 能 で あ る。

以 上 の よ うに本 装 置 に期待 して いた 条 件 は ほぼ 満 足 され てお り、'仕様 書 に 記

載 され た事 項 に 従 って製 作 され て い る。

しか し、 さ らに 機能 を拡 充 す る とす れ ば 、 次 の よ うな事 が考 え られ る。

1)ソ フ トウエ アの 充実 ・t+

例 えば 、 ア セ ン ブル機 能 の 拡 張 、FDOSの 開発 、 高 級 言語 め開 発 な ど。

2)ハ ー ドウエ アの 拡 充

a)Rs-232Cイ ン タ フ ェ+・一ス・を 内蔵 し、 端末 装 置 と して も使 用 可

能 にす る。

b)'ロ ジ ック ・ア ナ ライザ ー機 能 を組 み こむ な ど。

今 後、 本 装 置 が マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ振 興 セ ンター(日 本情 報処 理 開発協 会

内)の 会 員各 位 に広 く使 用 され る こ とに よ り、 シス テ ムハ ウスの 育成 に大 き く

寄 与 す る もの と 思わ れ る。

一 方 、 製 品 化 され 、 安 価 に市場 に提 供 され る こ とが 望 まれ る。

一30一
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資 料1

「シス テ ム ・ア ナ ラ イザー 」開 発 に関 す る

公 募 要 領

財 団 法 人 日本 情 報 処 理 開発 協 会



'

4



昭和53年8月16日

各 位

財団法人 日本情報処理開発協会

会 長 上 野 幸 七

「シス テ ム ・ア ナ ライザ ー 」開発 の公 募 につ い て

拝啓 時下ます ます ご清栄のこ ととお慶 び申 し上げます。

当財 団 で は,日 本 自転 車振 興 会 か ら機械 振 興 資金 の 補助 を受 け て 昭和53年

度情 処 理 に関す る調査 研 究 等補 助事 業 の うち,マ イ ク ロコ ン ピュ ー タの応 用 に

関す る調査 研 究 の 一環 と して マ イ ク ロ コ ン ピ ュータ振興 セ ン ター で,シ ス テ ム

・アナ ライザ ーの 開 発 を行 うこ とに な りま した
。

つ き ま しては,受 託 を希望 され る企 業 は,公 募要 領 に 従 って 提案 書 を提出 し

て下 さい。 敬 具
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第1章 公 、 募 要 領

研 究 対 象:「 シス テ ム ・ア ナ ライザ ー 」の 開発

応 募 資 格:当 協 会 マ イク ロ コ ンピ ュー タ振 興 セ ン タ ーの会 員 企 業。

(主 と して シス テ ムハ ウス)

開発委 託 金額:1,・400万 円

提 案 条 件:(第2章 参 照)

提 案 要 領:(第3章 参 照)

記 入 要 領:公 募要 領 内付 紙(記 載例)こ れ に な らって 提案 書 を

(第4章 参 照)作 成 して下 さい 。

締 切 期 日:昭 和53年8月31日(木)必 着の こ と。

送 付 先:〒105東 京 都 港区 芝公 園3-5-8

機械 振 興会 館 ・

財 団法 人 日本 情報 処 理 開 発協会

マ イ ク ロコ ン ピュー タ振 興 セ ン ター振 興 課

シス テ ム ・ア ナ ラ イザ ー開 発 係

電 話(03)-434-8211(代)

内 線453・455

⑨

第2章 シ ス テ ム ・ ア ナ ラ イ ザ ー

開 発 に あ た っ て の 提 案 条 件

1..開 発 目 的

現 在,マ イ ク ロプ ロセ ッサ を組 み 込ん だ各 種 機 器 が,広 い 分 野 に わた って

開 発 ・利 用 され つ つ あ る。

しか しなが ら,こ れ らの機 器 の 開 発に 利用 され る大 規 模 な開 発 支 援 シス テ

ムは 高価 であ り,必 ず し も全て の機 能 を必要 と しない ことが 多 い。
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一方 .テ ス ター的 な ロ ジ ック ・アナ ライザ ー も数 種 類 市 販 され て い るが,

機 能 的に 十 分 とは言 いが たい 部 分 も あ る。 そ こで 両者 の 機 能 を兼 ね備 え,安

価 で,し か もだれ もが 簡 単 に操 作 で き る シス テ ム ・ア ナ ライ ザ ー を,開 発 す

る こ とを 目的 とす る。

2.開 発 条 件

提案 機 器 に対 して,基 本 的 に 期 待 され る条 件 は,次 の とお りとす る。

① 可能 な限 り,各 種 の マ イ ク ロ プ ロセ ッサ に適 用 可能 な こ と。

② シス テ ム開発 に役 立 っ こ と。

③ システ ム の保 守 に役 立 っ こ と。

④ 拡 張 性(表 示機 能 な ど)を 有 す る こ と。

⑤ 可 搬性 を有す る こ と。

⑥ 既 存の 機 器 に対 して,新 規性 を持 つ こ と。

5.開 発 期 間

昭和54年3月15日 迄 に 開発 を完 了す る こ と。

4.開 発 委託 金額

1,400万 円

5.検 査 事 項 及 び評 価

受 け入 れ にあた っ ての検 査 事 項 は別 途 規 定 す るまた,開 発終 了 後,「 プ ロ

ジ ェク ト委 員 会 」が 成果 の 評価 を行 う。

6.納 入 時 資 料

納 入 時 に は,下 記 の 資 料 を添付 す る こ と。

① システ ム関係(第2原 図)

⑤ 機 能 仕 様 書

⑤ 取 扱 説 明 書

⑤ 保 守 マ ニ ュア ル(部 品 表 を含 む)

② ハ ー ドウ ェア関 係(第2原 図)

② 一1電 気 関 係

⑤ 回 路 図(タ イ ミング チ ャー ト含 む)
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⑤ 実 装 図

② 一2メ カニ ック関 係

機 構 図

③ ソ フ トウ ェア関 係

⑤ 機 能 仕 様 書 第2原 図

⑤ フロ ー チ ャー ト(デ ィテー ル)第2原 図

◎ ソ ース プ ログ ラム リス ト

④ ソ ース プ ログ ラム 紙 テ ー プ

⑤ オ ブ ジ ェク トプ ロ グ ラム 紙 テ ー プ

2部

2部

2部

2部

2部

一 式

一 式
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第3章 提 案 要 領

1.提 案 資 格

提案 法人 は,次 の 要件 が 備 わ って い る必 要 が あ ります。

(1)当 該 技 術 又は 関 連技 術 につ いて,調 査研 究 の実 績 を有 し,か つ,事 業 実

施 に 必 要 な機 構 人員 を有 して い る こ と。

(2)当 該事 業 を 円滑 に遂行 す る に必 要 な経 営 基 盤 を有 し,か つ,資 金 等 に つ

い て 十 分 な管 理 能 力 を有 してい る こ と。

な お,提 案 書 が共 同受 注形 式 で主 責 任者 を定 めて 提 出 され る場 合 は,こ れ

を認 め る こ とに しま す。 共 同提 案 者 は,上 記(1)及 び(2)の 要件 を備 え る必 要 が

あ ります 。

2.提 案 期 限

.提 案 書 は,昭 和53年8月31日 迄 に,当 財 団 マイ ク ロコ ン ピ ュー タ振 興

セ ンタ ーに必 着 させ て下 さい 。

5.提 案 魯 の 様 式

付 紙1の とお り と します 。 な お,記 載 に あた って は 記載 例 を 参照 して下 さ

い 。

4.提 案 書 の 提 出 部数

正1部,写10部 と しま す。

5.提 案 書 の提 出時 資 料

提案 書 を提 出す る 際,参 考 の た め最近 におけ る 次の 資料 又 は,こ れ に準 ず

る もの を2部 提 出 し て下 さい 。

(1)組 織 の経 歴書

(2)決 算 報 告 書2期 分

(3)当 該 技 術 に関 す る事 業 部の 組織

在 秘 密 の 保 持

提 案 書 は,委 託 先 の 選 定 のた め に のみ利 用 し,他 の 目的 に一 切 使 用 致 しま

せ ん。
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7.そ の 他

(1)委 託先 選 定 に係 る審 査 は,必 要 に応 じて ヒ ヤ リング を実 施 す る ほ か,追

加 資料 の 提 出 等 を求 め る こ とが あ ります。

(2)応 募書 類 は,一 切返 却 致 しま せん。

付 紙1

シス テ ム ・ア ナ ライ ザ ー開 発 に関 す る提 案 書 の 様 式

1.提 案 書 は,次 頁 以 下 の 記載 例 に 従 って 記載 して下 さ い。

2.用 紙 は,B4型 を横 型 に利 用 し左 と じに して 下 さい。

`

(表

本

L

2

(

3

紙)

第4章 記 載 例

シ ス テ ム ・ア ナ ライザ ー開 発 に関 す る提 案 書

昭和53年.8月

組 織 名

代表者名(役 職名)

所 在 地

連絡先 所 属

氏 名

電 話

文)

.日

× × × × × × 印

△ △ △ △ △ 印

× × × × × ×(郵 便 番 号 × ×)

× × 部 × × 課

X× × × ×

× × 一 × × ×-x× × ×(代)

内 線 × × ×

テ ー マ:シ ス テ ム ・アナ ライ ザ ーの 開 発

開 発の 意 義 とね らい

(提 案 機 器 の 主 た る利 用 範 囲 ・効=果 ・必 要性 ・新規 性 な ど。)

提 案機 器 の機 能 と構 成

(特 徴 を箇 条書 で,詳 細 は別 紙 に で きる だけ 詳 し く記 入 して 下 さ い。『)
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4.開 発実施 の方法お よび内容

(開 発実施 の内容,手 順 などできるだけ具体的に書いて下 さい。複数社で行 う場合 には,そ の分担 を明示 して下さい。貴社の特徴 的な技 術が あ りま した ら記入 して下さい。)

5.実 施 計 画

(上 記 の開 発 の 工程 表 を記 入 して 下 さ い。)

6.開 発 の実 施 体 制(複 数 社 の場 合 は,分 担 を記 入 して下 さい 。)

(1)管 理 体 制

国 玉}一 経 理

プ ロ ジ ェ ク トチ ー ム

(2)開 発 実 施 体 制

(… … 担 当)

(… … 担 当)

(3)開 発従事者 名(外 部開発従事者を含む)

開発責任者 名 ○ ○ ○ ○

氏 名 所 属 経 歴 ・ 実 績 等

/

4)経 理 担 当 者

○ ○ 株 式 会 社 経 理 部 × ×x×

TEI、 △ △ △ ー △ △ △ △
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7.必 要 概 算 経 費

(て漂 『業を実施するに必要となる経費の艦 次の様式で記載し)

目 節 節 の 細 分 経 費 算 出 基 礎

事

業

費

調

査

委

託

費

作 業 費

資 料 作 成 費

計算機 使 用 料

材 料 費

管 理 費

× × × × ×

× × × × ×

× ×X× ×

× ×X× ×

× × × × ×

単 価 ×数量=× × ×× × ×

合 計 × ×× × ×

■

注:① 委 託先 の内 定 後,見 積 書(詳 細 な 算定 基 礎 を付 す)の 提 出 を依 頼 し

ます 。

② 作 業 費 の単価 は 次 の とお りに しま す。

・ 調 査 分 析 等@7 ,000円/人 日

。 プ ログ ラ ム作 成 ,シ ス テ ム設 計t製 作@3,000円/人 時

③ 管 理 費 と して 認 め られ る もの は,事 業 に直 接必 要 な経 費(交 通 費,

消 耗 品 費,通 信 費 等)で(作 業 費+資 料作 成 費+計 算機 使 用 料+材 料

費)×10%以 内 と します 。
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資 料2

委 託 開 発 実 施 計 画

■

●

⑨

1.開 発 目 的

マ イ クロ プ ロ セ ッサを 組 み込 んだ 各 種機 器 が,広 い分野 に わ た っ て開発 ・

利 用 され つ つ あ るが,こ れ らの機 器 の 開 発 に利 用 され る大 規 模 な 開発 支 援 シ

ステ ムは高価 で あ り,必 ず し も全 て の機 能 を 必要 と しな い こ とが 多 い。

一 方 ,テ スタ ー的 な ロ ジ ック ・ア ナ ライ ザ ー も数 種類 市 販 され てい るが,

機 能 的 に十 分 とは言 い が た い部分 もあ る。 そ こで 両 者の 機 能 を兼 ね 備 え,安

価 で,し か もだれ もが簡 単 に 操作 で きる システ ム ・ア ナ ライ ザ ーを,開 発 す

る こ とを 目的 とす る。

2.開 発 条 件

委託 開発 に あ た り,基 本 的 に期 待 され る条 件 は,次 の とお りとす る。

① 可 能 な限 り,各 種 の マ イ ク ロプロ セ ッサ に適 用 可 能 な こ と。

② シ ステ ム開発 に役 立 つ こ と。

③ シ ステ ムの保 守 に役 立 つ こと。

④ 拡 張 性(表 示機 能 な ど)を 有 す る こ と。

⑤ 可搬 性 を 有 す る こ と。

⑥ 既 存の機 器 に対 して,新 規 性 を 持 つ こ と。
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3.工 程 表

月

区分
9 10 .11 121 2 3

調 査 分 析

1
調査分析lll
llllll

シ ス テ ム設 計
llll

下 設計lllll
ハ ー ドウエア

電 気 設 計

機 構 設 計

製 作

1電 気 設 計lll

{「 機 構1設 計 曇 酪 立11
唱 ■■

llブ,」,板 作成1整 磁 成 総合」。鯵 調整1・lI;,1

ソ フ トウ エ ア

フ ロー チ ャー ト

lll

|1ア セ ガ ルl

l－ フ=チ ・Tト 艶 チ・〃ク 船 ヂ ・Z最 紬 整

1基 本設計1・ 市 のll

資 料 作 成

lllll

i・iゴ 〒r鑓 毒茸 豊他i二

4.委 託 開発 体 制

躍 ∴一[ご1 .一一

5.作 業 員の経 歴お よび作 業報 告 書

乙は,委 託 開 発 に従 事す る作 業 員(責 任 者 お よび 外部 の 作 業 員 も含 む。)を

指 名 し,当 該 作 業員 の経 歴書 を作 成 し,会 社 の経 歴 書 と と もに速 や か に 甲に

提 出す る こ と。 また,作 業 員 ご とに作 業 報告 書 を作 成 し作 業 責 任 者 お よび会

社 責 任 者 が確 認 す る こ と。 こ の作 業 報 告 書 に よ り作業 項 目別 人 員 明細 書 を作

成 し作 業報 告 書 と と もに 甲 に提 出 す る もの とす る。

な お経 歴 書お よび作 業 報告 書 の様 式 その他 に つい ては,あ らか じめ 甲の指 示

を 受 け る もの とす る。
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